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堅
実
型
の
予
算
編
成

身
近
な
暮
ら
し
に
配
慮

宇
治
市
議
会
三
月
定
例
会
は
、
二
月
二
十
一

日
に
開
会
さ
れ
、
会
期
は
三
月
二
十
八
日
ま
で

の
三
十
六
日
間
で
す
。
初
日
に
は
、
久
保
田
市

長
が
施
政
方
針
を
表
明
し
、
十
五
年
度
当
初
予

算
案
な
ど
二
十
八
議
案
を
提
案
し
ま
し
た
。
十

五
年
度
の
予
算
案
や
施
政
方
針
と
事
業
に
つ
い

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

圃
財
政
課

二
月
ニ
レ
ー
日
に
開
会
し

た
三
月
定
例
会
で
、
久
保
田

市
長
は
平
成
ト
五
年
度
の
施

政
方
針
を
表
明
。
基
本
姿
勢

と
基
本
施
策
を
述
べ
る
と
と

も
に
新
年
度
予
算
案
の
概
要

を
説
明
し
ま
し
た
。

ト
五
年
度
当
初
予
算
は
、

特
別
会
計
、
企
業
会
計
を
含

む
総
額
は
九
百
七
十
七
億
五

千
百
二
十
三
万
二
千
円
。
そ

▲平成15年度末に完成予定の宇治横島線（完成予想図）。ＪＲ奈良線を高架

で越え、中宇治と横島・小倉方面を結びます（左上の建物が宇治郵便局）

の
う
ち
一
般
会
計
は
五
百
二

十
一
億
八
千
万
円
で
、
伸
び

率
は
前
年
度
比
∇
八
％
減

と
な
り
、
堅
実
型
の
予
算
と

言
え
ま
す
。

Ｉ予
算
編
成
の
考
え
方

わ
が
国
の
経
済
状
況
は
、

デ
フ
レ
の
基
調
が
さ
ら
に
強

ま
り
、
個
人
消
費
の
低
迷
、

金
融
機
関
・
企
業
の
再
編
、

高
水
準
の
失
業
率
な
ど
、
景

気
も
一
挙
に
好
転
す
る
と
は

予
測
し
が
た
く
、
経
済
成
長

率
は
低
い
ま
ま
で
推
移
し
て

い
く
も
の
と
予
想
さ
れ
て
い

ま
す
。

本
市
に
お
い
て
も
市
税
収

入
の
大
幅
な
減
収
が
予
測
さ

れ
る
中
、
人
件
費
や
扶
助
費

な
ど
の
義
務
的
経
費
の
増
大

と
と
も
に
地
方
債
残
高
の
増

加
に
よ
り
、
そ
の
償
還
が
将

来
の
大
き
な
負
担
に
な
る
な

ど
、
財
政
構
造
は
硬
直
化
し

て
き
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
厳
し
い
財
政
環
境
で
す
が
、

十
万
午
塵
予
算
で
は
、
今
日

の
厳
し
い
地
域
経
済
情
勢
に

対
応
す
る
た
め
、
本
市
が
取

り
組
め
る
可
能
な
景
気
対
策

を
け
じ
め
、
こ
れ
ま
で
推
進

し
て
き
た
市
民
の
暮
ら
し
に

直
結
し
た
施
策
、
身
近
な
生

活
周
辺
の
整
備
促
進
な
ど
に

つ
い
て
、
サ
ー
ビ
ス
水
準
を

低
下
さ
せ
な
い
よ
う
配
慮
し

ま
し
た
。

歳
入
で
は
、
全
体
の
四

五
・
四
％
を
占
め
る
市
税
収

入
を
前
年
度
比
三
こ
二
％
減

の
二
亘
二
十
七
億
一
千
二
百

八
十
四
万
七
千
円
と
見
込
み

ま
し
た
。
恒
久
的
減
税
の
影

響
に
加
え
、
長
期
化
す
る
景

気
低
迷
に
よ
り
、
個
Ａ
所
得

や
企
業
収
益
が
落
ち
込
む
こ

と
が
予
測
さ
れ
、
引
き
続
き

厳
し
い
税
収
環
境
で
す
が
、

地
方
交
付
税
や
地
方
特
例
交

付
金
・
減
税
補
て
ん
債
に
加

え
、
臨
時
財
政
対
策
債
な
ど

地
方
財
政
計
画
上
の
補
て
ん

財
源
の
ほ
か
、
財
政
調
整
基

金
等
の
蓄
積
財
産
を
適
切
・

効
率
的
に
活
用
し
ま
す
。

一
方
、
歳
出
で
は
、
景
気

回
復
や
中
小
企
業
者
へ
の
不

況
対
策
・
新
産
業
振
興
対
策
、

少
子
高
齢
社
会
に
向
け
た
地

域
福
祉
施
策
、
地
球
環
境
問

題
な
ど
の
取
り
組
み
を
は
じ

め
、
防
災
施
設
整
備
、
道
路
・

街
路
・
公
園
等
の
都
市
基
盤

整
備
、
教
育
環
境
整
備
の
計

㈱
的
な
推
進
に
重
点
を
置
い

た
配
分
に
な
っ
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
景
気
対
策

で
は
中
小
企
業
低
利
融
資
制

度
の
拡
充
、
少
子
高
齢
問
題

で
は
、
乳
幼
児
医
療
助
成
事

業
の
拡
充
、
地
域
福
祉
セ
ン

タ
ー
の
開
設
、
前
期
痴
ほ
う

予
防
教
室
の
開
催
ご

祉
計
画
の
策
定
な
ど
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
防
災
施
設
整

備
で
は
、
う
し
安
心
館
（
保

健
・
消
防
セ
ン
タ
上
の
第

二
期
工
事
、
洪
水
ハ
ザ
レ
ド

マ
ッ
プ
の
作
成
、
都
市
基
盤

整
備
で
は
、
宇
治
椎
島
線
・

黄
聚
山
手
線
な
ど
の
道
路
整

備
、
Ｊ
Ｒ
六
地
蔵
駅
前
広
場

の
整
備
、
教
育
環
境
整
備
で

は
、
小
・
中
学
校
、
幼
稚
園

施
設
の
耐
震
診
断
、
中
学
校

に
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

の
導
人
、
図
書
館
の
祝
日
開

館
な
ど
も
計
上
し
て
い
ま
す
。

1予
算
特
別
委
で
審
議

市
議
会
で
は
、
各
予
算
案

を
審
議
す
る
た
め
、
予
算
特

別
委
員
会
（
十
六
人
）
を
設

置
。
同
委
員
会
は
三
月
十
日

囲
か
ら
始
ま
り
二
十
五
日
火

ま
で
の
審
査
日
程
と
な
っ
て

い
ま
す
。

ま
た
、
本
会
議
で
は
予
算

案
の
ほ
か
条
例
の
制
定
や
一

部
改
正
な
ど
を
審
議
す
る
予

定
で
す
。

2
・
3
面
に
施
政
方
針
と
予
算
の
概
要
を
掲
載

Ｕ丿，

やす・きよ
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１５年度版

「
市
民
カ
レ
ン
ダ
ー

」
た
だ
今
、
配
布
中

市
で
は
、
平
成
十
五
年
度

版
「
市
民
カ
レ
ン
ダ
玉
（
Ａ

4
版
）
を
発
行
し
ま
し
た
。

今
年
の
カ
レ
ン
ダ
ー
は
、

植
物
公
園
の
叩
一
季
折
々
の
飽

し
い
花
木
や
風
景
を
紹
介
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
行
事
予

定
や
税
な
ど
の
納
期
を
は
じ

め
、
ご
み
の
分
け

方
・
出
し
方
、
保
健

予
防
年
間
日
程
、
相

談
あ
ん
な
い
、
災
害

時
避
難
・
給
水
場
所

マ
ッ
プ
な
ど
も
掲

載
し
て
い
ま
す
。

各
ご
家
庭
へ
は
、

自
治
（
町
内
）
介
長

さ
ん
や
マ
ン
シ
ョ

ン
な
ど
の
管
理
人

さ
ん
の
ご
協
力
を

い
た
だ
い
て
お
届
け
し
て
い

ま
す
。
自
治
（
町
内
）
会
経

由
な
ど
で
配
布
さ
れ
る
こ
と

が
な
い
ご
家
庭
は
、
は
が
き

か
電
話
・
フ
ァ
ク
ス
、
来
庁

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
三
月
十
七
日
㈲
以

降
に
市
役
所
一
階
行
政
情
報

室
、
市
内
各
公
民
館
・
図
書

館
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
・
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
、

文
化
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
も
置

き
ま
す
。
各
窓
□
に
お
申
し

出
く
だ
さ
い
。

●
申
し
込
み
先
…
広
報
課

（
フ
ァ
ク
ス
2
0
8
7
7
9
）

あ
な
た
の
一
匹
審
府
政
、
市
政
に
生
か
し
ま
し
ょ
う
4
月
1
3
日
日
京
都
府
議
会
議
員
選
挙
4
月
2
7
日
日
□
宇
治
市
議
会
議
員
選
挙

圃
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

◆
こ
の
宇
治
市
政
だ
よ
り
は
、
古
紙
配
合
率
1
0
0
％
の
再
生
紙
を
使
っ
て
い
ま
す
Ｉ
限
り
あ
る
資
源
を
大
切
に
◆

算
額

予
総

◆西川壽よ秘卜轟クショら無剱司会】レ西川まごきとＪ
曽霧詰：謳燧尚尚ぶ11奏ふ生
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1
5
年
度
施
政
方
針
の
あ
ら
ま
し

今
こ
そ
、
個
性
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り

久
保
田
市
長
は
、
二
月
二
十
一
日
の
市
議
会

三
月
定
例
会
で
、
市
政
運
営
に
対
す
る
基
本
的

な
考
え
方
で
あ
る
施
政
方
針
を
表
明
し
ま
し
た
。

そ
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

勇久保田宇治市長

わ
が
国
の
社
会
・
経
済
状

況
は
、
依
然
と
し
て
深
刻
な

状
況
に
あ
り
、
本
市
に
お
い

て
も
、
二
信
用
金
庫
の
経
営

破
た
ん
や
日
産
車
体
京
都
工

場
の
大
幅
縮
小
な
ど
に
よ
る

影
響
と
と
も
に
、
長
引
く
景

気
低
迷
に
よ
る
地
域
経
済
状

況
は
依
然
厳
し
く
、
こ
れ
に

連
動
し
た
市
税
収
入
の
環
境

悪
化
の
中
で
、
市
財
政
構
造

は
一
段
と
硬
直
化
し
て
き
て

い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で

の
行
政
運
営
は
、
社
会
の
変

化
を
的
確
に
と
ら
え
、
制
度

の
枠
組
み
に
と
ら
わ
れ
る
こ

と
な
く
、
創
意
に
あ
ふ
れ
た

政
策
の
発
想
と
、
将
来
を
見

据
え
た
長
期
的
な
展
望
に
立

っ
た
施
策
の
展
開
が
重
要
で

す
。
そ
の
た
め
に
も
、
行
政

改
革
を
不
断
に
推
進
す
る
と

と
も
に
、
行
政
の
責
任
領
域

の
見
直
し
、
客
観
的
な
指
標

に
基
づ
く
施
策
の
実
施
、
行

政
運
営
の
プ
ロ
セ
ス
の
改
善
、

民
間
活
力
の
活
用
な
ど
の
行

政
シ
ス
テ
ム
の
転
換
を
図
っ

て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

新
年
度
予
算
は
、
厳
し
い

財
政
運
営
で
す
が
、
地
域
経

済
対
策
、
教
育
・
福
祉
施
策

の
充
実
、
都
市
基
盤
整
備
、

環
境
問
題
等
多
岐
に
わ
た
る

重
要
か
つ
緊
急
に
取
り
組
ま

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
に
、

後
退
す
る
こ
と
な
く
、
事
業

の
優
先
度
に
併
せ
た
配
分
に

留
意
し
ま
し
た
。

閉
塞
感
の
あ
る
時
代
だ
か

ら
こ
そ
、
明
る
い
展
望
と
、

夢
を
持
っ
て
暮
ら
せ
る
宇
治

市
を
創
り
出
す
た
め
、
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を
招
く
こ

と
の
な
い
よ
う
ト
分
に
配
意

し
、
五
つ
の
基
本
政
策
の
推

進
と
市
民
要
望
に
積
極
的
に

応
え
て
い
く
諸
施
策
を
実
施

し
て
い
き
ま
す
。

み
ど
り
豊
か
な

住
み
よ
い

ま
ち
づ
く
り

◆
道
路
網
の
整
備
・
：
平
成
1
5

年
度
末
に
宇
治
樅
島
線
が
完

成
予
定
。
黄
柴
山
手
線
は
平

成
1
6
年
秋
の
完
成
を
日
指
す
。

新
宇
治
淀
線
に
つ
い
て
も
鋭
一

意
事
業
進
捗
に
向
け
て
推
進

を
図
る
。
小
倉
安
田
線
な
ど

の
拡
幅
、
歩
道
設
置
、
交
差

点
改
良
等
の
整
備
。

◆
公
共
交
通
網
・
：
京
都
市
高

速
鉄
道
東
西
線
の
六
地
蔵
延

伸
事
業
に
つ
い
て
、
平
成
1
6

年
1
2
月
の
完
成
に
向
け
、
京

都
府
及
び
京
都
市
と
協
力
し

積
極
的
に
取
り
組
む
。
本
事

業
に
合
わ
せ
、
本
市
の
北
の

玄
関
口
と
し
て
さ
ら
な
る
活

性
化
、
仕
民
の
利
便
性
を
図

る
た
め
、
Ｊ
Ｒ
奈
良
線
と
の

結
節
点
に
Ｊ
Ｒ
六
地
蔵
駅
前

交
通
広
場
を
、
ま
た
広
場
か

ら
京
阪
六
地
蔵
駅
へ
の
歩
道

を
整
備
。
近
鉄
大
久
保
駅
周

辺
に
お
け
る
都
市
基
盤
整
備

の
コ
ン
セ
プ
ト
づ
く
り
の
た

め
、
ま
ち
づ
く
り
の
調
査
を

実
施
。

◆
防
災
対
策
・
：
平
成
1
5
年
秋

の
中
消
防
署
の
移
転
を
含
む

本
格
オ
ー
プ
ン
に
向
け
ソ
つ

じ
安
心
館
（
保
健
・
消
防
セ

ン
タ
士
の
第
二
期
工
事
を

進
め
る
。
降
雨
に
よ
る
浸
水

被
害
を
未
然
に
防
止
す
る
た

め
、
黄
葉
排
水
機
場
建
設
、

雨
水
幹
線
整
備
事
業
を
推
進
。

◆
環
境
問
題
：
ｌ
Ｓ
Ｏ
1
4

0
0
1
に
よ
る
環
境
管
埋
を

さ
ら
に
推
進
し
、
引
き
続
き

環
境
に
や
さ
し
い
自
治
体
づ

く
り
に
取
り
組
み
、
環
境
都

市
・
宇
治
の
実
現
を
目
指
す
。

ご
み
の
減
量
化
と
再
資
源
化

を
推
進
す
る
た
め
、
リ
デ
ュ

ー
ス
（
ご
み
の
発
生
抑
制
）
・

リ
ユ
ー
ス
（
製
品
の
再
使

用
）
う
サ
イ
ク
ル
盲
源
と

し
て
の
再
生
利
用
）
の
3
Ｒ

の
推
進
と
と
も
に
古
紙
回
収

事
業
の
充
実
・
拡
大
や
、
廃

食
油
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
へ
の

支
援
を
図
る
。

◆
上
水
道
事
業
：
玉
音
配
水

池
へ
の
緊
急
遮
断
弁
設
置
等

の
災
害
対
策
、
給
水
区
域
内

水
道
未
普
及
地
域
の
計
画
的

な
解
消
、
緊
急
時
の
多
水
源

化
対
策
と
し
て
、
京
都
市
と

の
相
互
分
水
に
必
要
な
整
備

事
業
に
着
手
。

◆
公
共
下
水
道
・
：
処
理
場
施

設
の
拡
充
や
管
渠
建
設
に
計

画
的
に
取
り
組
み
、
引
き
続

き
普
及
率
及
び
水
洗
化
率
の

向
ヒ
に
努
め
る
。

◆
市
営
住
宅
建
替
事
業
・
：
黄

葉
市
営
住
宅
の
実
施
設
計
に

着
手
。
桓
高
吹
前
市
営
住
宅

7
号
棟
の
耐
震
補
強
工
事
を

実
施
。心

と
心
が

通
い
合
う

ま
ち
づ
く
り

◆
文
化
活
動
・
地
域
活
動
・
：

「
第
Ｂ
回
紫
式
部
文
学
賞
・

市
民
文
化
賞
」
贈
呈
式
を
開

催
。
ま
た
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
構
成
す
る
宇
治
大
田
楽

ま
つ
り
実
行
委
員
会
が
実
施

す
る
市
民
主
体
の
宇
治
大
田

楽
ま
つ
り
を
支
援
。
市
民
文

化
の
拠
点
施
設
で
あ
る
文
化

セ
ン
タ
ー
の
照
明
・
音
響
等

ホ
ー
ル
の
基
本
的
な
設
備
の

再
整
備
。
三
室
戸
地
域
に
新

た
な
集
会
所
を
建
設
。

◆
教
育
関
係
・
：
中
学
校
に
生

徒
、
保
護
者
等
の
カ
ウ
ン
セ

リ
ン
グ
の
た
め
の
ス
ク
ー
ル

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
を
導
入
。
小

学
校
に
も
心
の
ふ
れ
あ
い
相

談
員
を
派
遣
。
小
・
中
学
校

施
設
整
備
1
0
か
年
計
画
に
基

づ
き
、
整
備
内
容
の
重
点
化

を
図
り
計
画
的
に
推
進
。

小
・
中
学
校
、
幼
稚
園
施
設

を
対
象
に
耐
震
診
断
を
実
施
。

新
た
に
岡
屋
小
学
校
で
学
校

給
食
調
理
業
務
民
間
委
託
を

実
施
。
小
・
中
学
校
の
適
正

規
模
の
確
保
に
つ
い
て
は
、

学
校
規
模
の
適
正
化
や
適
正

配
置
に
つ
い
て
検
討
し
、
統

廃
合
も
含
め
た
計
画
策
定
を

進
め
る
。
ま
な
び
チ
ャ
レ
ン

ジ
奨
励
事
業
を
実
施
し
、
巾

民
自
ら
が
企
画
運
営
を
行
う

講
座
や
、
情
報
誌
の
発
行
な

ど
に
対
し
支
援
す
る
。
市
内

各
図
書
館
の
祝
日
開
館
。

◆
人
権
問
題
…
国
に
お
け
る

特
別
対
策
と
し
て
の
同
和
対

策
事
業
終
了
後
も
、
教
育
や

就
労
面
で
の
課
題
の
解
決
に

向
け
、
地
域
住
民
の
自
主

的
・
主
体
的
な
活
動
に
対
し

て
の
支
援
や
、
諸
施
策
の
展

開
を
図
り
、
差
別
の
完
全
解

消
を
目
指
す
。

◆
女
性
政
策
…
女
性
へ
の
配

偶
者
等
か
ら
の
暴
力
の
防
に
に

及
び
被
害
者
の
す
み
や
か
な

保
護
を
図
る
た
め
、
関
係
機

関
等
で
構
成
す
る
㈹
「
Ｄ
Ｖ

対
策
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
」

を
設
置
。
女
性
施
策
の
拠
点

施
設
と
し
て
Ｊ
Ｒ
宇
治
駅
前

市
民
交
流
プ
ラ
ザ
内
に
、
㈹

男
女
共
同
参
画
支
援
セ
ン
タ

ー
を
開
設
。
女
性
の
自
立
支

援
相
談
、
情
報
提
供
、
自
主

活
動
ス
ペ
ー
ス
の
提
供
等
、

総
合
的
な
推
進
を
図
る
。

｜

健
康
と

生
き
が
い
を
育
む

ま
ち
づ
く
り

◆
社
会
福
祉
…
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
地
域
福
祉
社
会
の
創

造
を
目
指
し
、
市
民
・
事
業

者
・
行
政
が
協
働
し
て
「
地

域
福
祉
計
画
」
を
策
定
。

◆
介
護
保
険
制
度
・
：
第
二
期

事
業
計
画
に
基
づ
き
、
介
護

サ
ー
ビ
ス
基
盤
の
整
備
、
利

用
者
保
護
の
施
策
な
ど
を
推

進
。
低
所
得
者
対
策
と
し
て

保
険
料
の
六
段
階
設
定
や
軽

減
策
な
ど
実
施
。

◆
高
齢
者
福
祉
・
：
槙
島
地
域

福
祉
セ
ン
タ
ー
を
市
内
6
か

所
目
の
施
設
と
し
て
開
設
。

生
き
が
い
対
策
事
業
と
し
て
、

老
人
園
芸
ひ
ろ
ば
を
増
設
。

介
護
予
防
施
策
の
推
進
に
あ

た
り
中
心
的
な
役
割
を
果
た

す
機
関
と
し
て
基
幹
型
の
在

宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
を
新

た
に
開
設
。
前
期
痴
ほ
う
性

高
齢
者
の
早
期
発
見
、
改
善
、

進
行
予
防
の
た
め
の
予
防
教

室
を
開
催
。
高
齢
者
用
に
開

発
さ
れ
た
機
器
を
活
用
し
て

の
パ
ワ
ー
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
事
業
を
実
施
。

◆
障
害
者
福
祉
…
障
害
者
福

祉
サ
ー
ビ
ス
の
支
援
費
制
度

移
行
に
対
応
し
、
施
設
・
在

宅
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
支
援
を

推
進
。
重
度
の
心
身
障
害
を

持
つ
人
の
自
立
支
援
施
設
と

し
て
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が
設
置
す

る
通
所
援
護
施
設
の
建
設
に

対
し
助
成
。

◆
子
育
て
支
援
：
ｊ
Ｒ
宇
治

駅
前
市
民
交
流
プ
ラ
ザ
内
に
、

夜
間
1
0
時
ま
で
開
園
す
る
公

設
民
営
の
保
育
園
を
開
設
。

ま
べ
地
域
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
と
の
総
合
調
整
や
、

子
育
て
の
情
報
提
供
、
相
談

指
導
を
行
う
加
地
域
子
育
て

支
援
基
幹
セ
ン
タ
ー
も
設
置
。

◆
少
子
化
対
策
…
乳
幼
児
医

療
の
助
成
事
業
に
つ
い
て
、

対
象
年
齢
を
小
学
校
就
学
前

ま
で
と
し
、
本
年
9
月
診
療

分
か
ら
制
度
を
拡
充
。

◆
保
健
予
防
施
策
…
生
活
習

慣
病
が
増
加
傾
向
に
あ
る
中

で
、
4
0
歳
及
び
5
0
歳
の
人
を

対
象
に
、
節
目
健
診
を
時
間

の
負
担
の
少
な
い
個
別
健
診

で
実
施
。

｜

地
域
産
業
の
振
興
で

未
来
に
飛
躍
す
る

ま
ち
づ
く
り

◆
地
域
産
業
活
性
化
…
企
業

進
出
・
規
模
拡
大
に
対
し
助

成
す
る
「
企
業
立
地
促
進
助

成
事
業
」
の
推
進
。
所
内
中

小
企
業
者
の
競
争
力
向
上
を

図
る
た
め
Ｉ
Ｓ
0
9
0
0
0

シ
リ
ー
ズ
及
7
4
0
0
0

シ
リ
ー
ズ
等
の
Ｉ
Ｓ
Ｏ
規
格

の
認
証
取
得
に
対
し
て
の
支

授
制
度
を
新
た
に
設
置
。
本

巾
独
自
の
宇
治
市
中
小
企
業

低
利
融
資
制
度
、
通
称
マ
ル

宇
制
度
の
拡
充
を
実
施
。
融

資
限
度
額
を
引
き
上
げ
、
利

子
補
給
期
間
を
延
長
。

◆
農
林
業
・
：
全
国
ブ
ラ
ン
ド

の
「
宇
治
茶
」
の
名
声
と
伝

統
を
守
り
育
て
る
た
め
、
優

良
毎
回
振
興
対
策
や
高
昴
質

茶
推
進
対
策
、
全
国
・
関
西

茶
品
評
会
へ
の
出
品
に
っ
い

て
の
奨
励
支
援
な
ど
の
施
策

を
推
進
。

◆
観
光
政
策
…
資
源
や
有
利

な
条
件
を
生
か
し
た
観
光
振

興
施
策
を
推
進
し
、
全
国
に

も
通
用
す
る
観
光
地
と
し
て

の
競
争
力
を
高
め
る
。
ま
た
、

京
都
府
や
関
係
団
体
と
連
携

し
、
各
種
の
事
業
を
展
開
。

観
光
情
報
の
発
信
を
行
い
、

継
続
的
な
観
光
客
の
誘
致
に

努
め
る
。

知
恵
を
生
か
す
都
市
経
営
の
発
想

に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

◆
行
政
改
革
…
昨
年
1
0
月
の

宇
治
市
行
政
改
革
審
議
会
か

ら
の
提
言
を
最
大
限
尊
重
し
、

「
第
四
次
行
政
改
革
」
を
平

成
1
5
年
度
か
ら
1
9
年
度
ま
で

を
実
施
期
間
と
し
て
推
進
す

る
。
「
行
政
改
革
」
を
通
じ
て
、

行
政
の
組
織
、
制
度
、
運
営

を
常
に
見
直
し
、
時
代
の
進

展
に
即
応
し
た
効
果
的
・
効

率
的
な
行
政
シ
ス
テ
ム
を
構

築
す
る
。

◆
組
織
・
機
構
改
革
・
：
防
災

分
野
の
統
合
・
充
実
を
図
る

た
め
に
防
災
対
策
課
、
子
育

て
支
援
を
総
合
的
に
推
進
す

る
た
め
に
子
育
て
支
援
室
を

設
置
。
平
成
1
5
年
度
か
ら

「
助
役
」
の
呼
称
に
つ
い
て
、

「
副
市
長
」
を
使
用
。

◆
市
民
と
行
政
の
パ
ー
ト
ナ

ー
シ
ッ
プ
に
よ
る
ま
ち
づ
く

り
・
：
各
種
審
議
会
な
ど
へ
の

公
募
に
よ
る
市
民
や
女
性
の

参
加
を
よ
り
一
層
推
進
す
る
。

市
民
と
の
情
報
の
共
有
化
を

目
指
し
、
ホ
ー
ム
ペ
～
ン
の

充
実
に
努
め
る
。

◆
情
報
公
開
…
公
正
・
透
明

な
開
か
れ
た
行
政
運
営
を
進

め
る
と
と
も
に
、
行
政
情
報

化
の
進
展
に
よ
る
個
人
情
報

の
活
用
範
囲
の
拡
大
に
対
応

し
た
個
人
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
対
策
の
徹
底
し
た
取
り
組

み
を
推
進
。

◆
合
併
問
題
…
自
治
体
が
抱

え
る
、
広
域
的
な
連
携
・
協

力
が
必
要
な
行
政
課
題
に
対

応
す
る
一
つ
の
有
効
な
方
策

で
あ
り
、
今
後
も
巾
民
の
皆

さ
ん
に
情
報
提
供
を
行
い
、

広
い
議
論
を
重
ね
る
こ
と
が

必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

◇
◇
◇

厳
し
い
行
財
政
環
境
で
す

が
、
ま
ち
の
活
力
と
魅
力
を

生
み
出
し
、
豊
か
さ
が
実
感

で
き
る
「
ふ
る
さ
と
宇
治
」

を
創
り
ヒ
げ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
の
で
、
巾
民
の
皆

様
の
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。



（3） 宇治市政だよ
り

2003年（平成15年）3月11日発行第1343号

1
5
年
度

市の会計は、一般会計と、特定の事業を行うた
めの9の特別会計及び企業会計とで構成されてい
ます。平成15年度の一般会計は、521億8千万円
（市民一人当たり27万4727円）となっています。

一会計別当初予算規模＝｜

厦会費似∂知

（単位：千円）

農林水産業費（0．5％）

2億7902万1千円

労働費（0．3％）
到Ｍ7323ＪＪ皿巴

一般会計
交通災害

共済事業

国民健康

保険事業

公共下水道

事業

老人保健
事業

簡易水道
事業

火災共済

事業

墓地公園

事業

飲料水供給

施設事業

介護保険企業（水道）

事業

｜

会計

52，180，000
33，600 12，928，0007，140，00013，927，000 48，400 17，800 103，300 14，900 6，472，600Ａｏｎ－。、

特別会計合計＝40，685，6001’’

総合計＝97，751，232

使用料及び手数料（2．3％川億8580万ア珊

主な事業と予算額

（単位：千円）

≪公共交通・道路など≫

ＪＲ六地蔵駅前交通広場整備事業費630，000

近鉄大久保駅周辺地区まちづくり事業調査費300

小倉安田線整備事業費
黄槃山手線道路築造事業費

黄栗山手線道路改良事業費
新開三番割線整備事業費
宇治横島線築造事業費
くすのき広場整備事業費
南山なかよし広場整備事業費

≪防災など≫

防災事業費

251，000ｉ

2，456，800Ｉ

43，000ｊ

30，000

1

261，805

66，000

8，0001

うじ安心館（保健・消防センタ丿整備費
消防機械器具整備費
都市防災推進事業費往排3号緑道整備）
槙島吹前市営住宅7棟耐震補強事業費

≪環境など≫

まちかどふれあい花だん推進事業費

7，014

511，226

115，969

50，000

117，200

黄槃・西宇治公園プ一ル機械設備整備費

景観保全対策費

森林整備保全促進事業費

農業用廃プラスチック等適正処理推進事業費

リサイクル事業費

古紙回収事業費

1ＳＯ14001推進費

≪上・下水道≫

第6次新設拡張事業費

公共下水道（雨水）黄槃排水区整備事業費

2，200
9，305

2，915
202
300

4，050
26，659

697

95，600

678，716

心と心が通い合うまちづくり

≪教育など≫

学校規模適正化検討事業費

学校図書館活性化事業費

小・中学校教材充実費

小・中学校「総合的な学習の時間」推進費

心の教室相談員派遣事業費

心のふれあい相談員派遣事業費
学級運営支援員設置費

基礎学力向上研究開発事業費

総合野外活動センター管理運営費

≪市民文化など≫

紫式部文学賞受賞費

生涯学習推進費

男女共同参画支援センター運営費

ＪＲ宇治駅前市民交流プラザ運営費

健康と生きがいを育む
まちづくり

639

9，209

54，814

13，500

2，816

900

1，485

4，124

99，723

27，709
1，075

11，259

13，853

≪福祉・子育て支援など≫

地域福祉計画策定費5，914
生活保護申請者つなぎ立替金貸付事業費2，000
知的障害者施設支援費等693，305

身体障害者施設支援費等292，340
障害者社会参加促進事業費10，879

手話奉仕員養成講座開設事業費835
点訳奉仕員養成講座開設事業費508
精神障害者グループホーム運営費4，842
障害者ショートステイ事業費4，561
要約筆記奉仕員養成講座開設事業費289
障害者デイサービス事業費50，951
支援費制度事務費4，190
こもれびの家整備事業費補助金26，597
児童扶養手当費595，209

障害児ショートステイ事業費

老人園芸ひろば管理費

家族介護支援対策事業費

生き生き手帖発行費

在宅介護支援センター運営費

前期痴ほう予防教室開催費

乳幼児医療費支給費

機能訓練事業費

市民健（検）診事業費

介護サービス事業者振興事業費

ＪＲ宇治駅前市民交流プラザ内保育所運営費

地域子育て支援センター事業費

来庁者こども一時預かりコーナー運営費

一時保育促進事業費

乳幼児健康支援一時預かり事業費

不妊治療助成事業費

絵本ふれあい事業費

≪商工業・観光など≫

緊急地域雇用創出対策事業費
宇治市中小企業低利融資事業費
中小企業融資保証料・利子補給金
企業立地促進助成事業費

ＩＳＯ認証取得支援事業費
地名表示板整備事業費
夢浮橋ひろば整備事業費
源氏物語散策の道整備事業費

公共施設情報ネットワークシステム運営費

入札監視委員会運営費

人材育成計画策定事業費

2，638

6，308

5，446

6，128

60，901

4，636

170，913

30，835

264，364

576

95，154

13，074

3，642

15，246

17，166

7，230

3，818

81，378

821，200

33，700

45，446

10，000

870

47，708

23，500

64，250

364

2，582

予算案の概要

地域産業の振

興で未来に飛

躍するまちづ

くり
市民の知恵を生

かす都市経営の

発想によるまち

づくり

一般会計の内訳

みどり豊かな住みよいまちづくり
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植物公園春のガーデニング展

「我が家の庭・ベランダ

コンテスト」出展者募集

植
物
公
園
で
は
、
春
の
ガ

ー
デ
ニ
ン
グ
展
「
我
が
家
の

庭
・
ベ
ラ
ン
ダ
コ
ン
テ
ス
ト
」

を
開
催
し
ま
す
。
こ
の
展
示

会
で
は
、
皆
さ
ん
の
ご
家
庭

の
自
慢
の
庭
や
ベ
ラ
ン
ダ
を

写
真
な
ど
で
市
民
の
皆
さ
ん

に
広
く
紹
介
し
ま
す
。
そ
の

出
展
者
を
次
の
と
お
り
募
集

し
ま
す
。
多
く
の
皆
さ
ん
の

応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

勝
展
示
期
間
・
：
4
月
1
日
天

～
2
3
日
㈲

蓼
展
示
会
場
・
：
植
物
公
園
緑

の
館

⑩
応
募
受
付
期
間
…
3
月
3
0

日
㈲
ま
で
（
3
月
1
7
曰
・
2
4

日
は
休
園
）

図
応
募
対
象
・
条
件
…
Ｏ
市

内
の
一
般
家
庭
の
庭
や
ベ
ラ

ン
ダ
を
花
で
飾
り
、
地
域
で

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や

環
境
の
向
上
に
役
立
っ
て
い

る
も
の
。
○
応
募
は
市
内
在

住
の
人
に
限
り
ま
す
。

⑩
応
募
方
法
：
童
話
・
フ
ァ

ク
ス
か
直
接
に
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。
応
募
用
紙
等
を

お
渡
し
し
ま
す
。
こ
の
応
募

用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

写
真
等
を
添
え
て
郵
送
ま
た

は
植
物
公
園
受
付
ま
で
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

勝
応
募
先
・
：
植
物
公
園
孚

6
1
1
1
0
0
3
1
広
野
町

八
軒
屋
谷
2
5
－
1
’
Ｋ
3
9
・

9
3
8
7
3
：
3
9
・
9
3
8

8
）

勝
審
査
・
・
・
書
類
審
査
と
4
月

8
日
ご
ろ
の
現
地
審
査
に
よ

る
選
考
で
賞
を
決
定
し
ま
す
。

勝
賞
・
：
宇
治
市
長
賞
、
剛
宇

治
市
公
園
公
社
理
事
長
賞
、

宇
治
市
植
物
公
園
園
長
賞
な

ど
。
ま
た
出
展
者
全
員
に
参

加
賞
と
し
て
同
園
の
招
待
券

と
副
賞
を
進
呈
し
ま
す
。

図
審
査
発
表
・
：
4
月
1
0
日
本

以
降
に
入
賞
者
に
直
接
通
知

し
ま
す
。

図
表
彰
式
…
4
月
1
3
日
㈲
、

植
物
公
園
緑
の
館
で
行
い
ま

す
。

植
物
公
園
「
ハ
ン
ギ
ン
グ

バ
ス
ケ
ッ
ト
と
寄
せ
植
え
コ
ン
テ
ス
ト
」
作
品
募
集

植
物
公
園
で
は
「
ハ
ン
ギ

ン
グ
バ
ス
ケ
ッ
ト
と
寄
せ
植

え
コ
ン
テ
ス
ト
」
を
開
催
し

ま
す
。
作
品
の
募
集
を
次
の

と
お
り
行
い
ま
す
の
で
、
ふ

る
っ
て
出
展
く
だ
さ
い
。

●
展
示
期
間
・
：
4
月
1
2
日
出

～
5
月
5
日
剛

●
展
示
会
場
…
植
物
公
園
花

の
広
場
周
辺

●
応
募
受
付
期
間
・
：
4
月
6

日
㈲
ま
で
（
3
月
1
7
日
長

日
・
3
1
日
は
休
言

●
応
募
方
法
・
：
Ｏ
市
内
、
市

外
は
問
い
ま
せ
ん
。
○
個
人

で
出
展
の
ほ
か
、
グ
ル
ー
プ

で
の
出
展
も
可
能
で
す
。
Ｏ

電
話
か
直
接
に
申
し
込
み
を

し
て
く
だ
さ
い
。
受
け
付
け

後
、
詳
し
い
資
料
を
お
渡
し

し
ま
す
。
○
出
展
は
、
1
人

〒
グ
ル
ー
プ
）
に
つ
き
、

ハ
ン
ギ
ン
グ
バ
ス
ケ
ッ
ト
と

寄
せ
植
え
で
そ
れ
ぞ
れ
Ｉ
点
、

計
2
点
ま
で
と
し
ま
す
。

●
応
募
先
・
：
植
物
公
園
荒

野
町
八
軒
屋
谷
2
5
－
1
、
日

3
9
・
9
3
8
7
）

●
作
品
規
格
・
：
ハ
ン
ギ
ン
グ

バ
ス
ケ
ッ
ト
部
門
に
は
規
定

と
自
由
の
部
を
設
け
ま
す
。

寄
せ
植
え
は
自
由
の
部
の
み

で
す
。
Ｏ
規
定
の
部
＝
同
園

で
用
意
す
る
容
器
を
用
い
て

作
品
を
作
っ
て
い
た
だ
き
ま

す
（
先
着
3
0
人
に
限
り
ま
古
。

○
自
由
の
部
＝
器
材
の
素
材
、

大
き
さ
、
連
作
は
自
由
で
す

が
、
―
人
で
持
つ
こ
と
が
で

き
る
重
さ
の
も
の
と
し
て
く

だ
さ
い
。

※
用
土
は
各
容
器
に
適
す
る

も
の
を
使
用
し
、
期
間
中
展

示
可
能
な
植
物
を
植
え
付
け

て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
植
え

付
け
直
後
の
も
の
は
避
け
、

▲昨年の展示作品

病
害
虫
の
発
生
し
て
い
な
い

作
品
を
出
展
し
て
く
だ
さ
い
。

●
搬
入
…
4
月
7
日
㈲
ミ
1
1
一

日
㈲
、
午
後
1
時
～
4
時

●
搬
出
・
：
5
月
6
日
因
～
1
1

日
㈲
、
午
後
1
時
～
4
時

※
搬
入
・
搬
出
は
時
間
厳
守

●
審
査
…
来
園
者
の
人
気
投

票
（
4
月
1
2
日
出
～
2
5
日
㈲
）

と
審
査
員
の
審
査
に
よ
り
賞

を
決
定
し
ま
す
。

●
賞
：
率
治
市
長
賞
、
日
本

ハ
ン
ギ
ン
グ
バ
ス
ヶ
ツ
ト
協

会
理
事
長
賞
、
剛
宇
治
市
公

園
公
社
理
事
長
賞
、
宇
治
市

植
物
公
園
園
長
賞
な
ど
。
ま

た
出
展
者
全
員
に
参
加
賞
と

し
て
同
園
の
招
待
券
と
副
賞

を
進
呈
し
ま
す
。

●
審
査
発
表
…
4
月
9
7
一
日
㈲

以
降
に
入
賞
者
に
連
絡
し
ま

す
。

迦噌
－一一

四喬霖四瞑画蜀會瑕劃
・由

ｌ雁懸血経－
ｍｗ

皿ｌ由顧

－
1
1
－

一一
剪題ｌ皿ｌ皿岫血詞

介護保険サービス利用実態調査（その７）
『

圖介護保険課介護保険料の負担感について

｜

ヨ

｜

今回は、前回までお知らせしてきた介護サービス利用実態調査と、暮らしと生きがいについての調

査から、介護保険料の負担感についてお知らせします。

※暮らしと生きがいについての調査…平成13年10月現在で要介護認定を受けていない大を対象に実施。

第1号被保険者（65歳以上の大）及び第2号被保険者（40～64歳の人卜それぞれ1000人を無作為抽

出して調査を実施しました、

Ｉ
Ｉ
Ｉ

保険料の負担感では、［在宅サービス利用者］「施設入所者」「第2号被保険者」では「適当」を含めヽ｜

負担に「感じない」人の合計が、負担に［感じる］人の合計を上回っています。またご介護サービス未利

ｍ幸｜「心1ａろ画」□Ｒ全手｜－ｒ．（斗合手Ｐ｜－Γ156．ｌ゛ｚｌ1卜八Ξ↓－ｈｉ右十口Ｉ－「灰ｅ．「ナｍべＩ1冴卜乙Ξ↓－ｋ。しｎ＝1＿ナ士ｘ「｜
｜

｜

Ｉ
Ｉ

用者」「第1号被保険者」では負担に「感じる」人の合計が、負担に「感じない」人の合計を上回っており、

サービスを利用していないにもかかわらず保険料のみを負担していることが負担感を高める結果にな

っていると考えられます。

介護保険料の負担感
－
ｌ
ｌ
ｌ

｜

｜

｜

｜

｜

1

1

1

1

100％80％60％40％20％

－
1
1

1
1
－

目負担に感じない

圖それほど負担に感じない

□適当

□やや負担に感じる

Ｉ負担に感じる

圖わからない

闇無回答

介護サービス利

用実態調査か，らよ°乙

厚忿丿園屁1閲
’゛・゛Ｆ．ト卜ａ吻玉二五｀皿

－

瀕和国国｜20．5レ心．1三1 四聖斟拉聡
－

／
摺謳圖Ｈｉｇｊ二 し三丿28，8※卜上四

願皿鵬圖謳‾‾盲‾
－

旦二∠耳謳皿漏

利用者（795）

未利用者（263）

施設入所者（166）

暮らしと生きが

い調査から二万

第1号被保険者（764）

第2号被保険者（520）

｜

※ぐ）は有効回答数。※Ｆ施設入所者」のみは下わからない」についての設問選択肢があります。

奈利用者＝在宅サービス利用者、末利用者＝介護サービス末利用者、施設入所者＝施設サービス利用者

皿皿皿皿皿四皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿四四四四四四四四ｍ四ｄ

介
護
認
定
調
査
員
（
非
常
勤
嘱
託
職
員
）
を
募
集

市
で
は
、
要
介
護
認
定
の

申
請
を
さ
れ
た
被
保
険
者
の

日
常
生
活
動
作
や
問
題
行
動

の
状
況
な
ど
、
認
定
に
必
要

な
事
項
に
つ
い
て
対
象
家
庭

な
ど
を
訪
問
し
、
調
査
を
し

て
い
ま
す
。
こ
の
調
査
を
行

う
介
護
認
定
調
査
員
（
非
常

勤
嘱
託
職
員
）
を
次
の
と
お

り
募
集
し
ま
す
。

◆
応
募
資
格
・
：
昭
和
1
9
年
4

月
2
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人

で
、
介
護
支
援
専
門
員
ま
た

は
看
護
師
資
格
を
持
ち
、
原

動
機
付
自
転
車
（
5
0
9
バ
イ

ク
）
の
免
許
を
有
し
、
運
転

が
可
能
な
人

◆
応
募
方
法
・
：
市
販
の
履
歴

書
と
市
指
定
の
申
込
書
に
イ

ン
ク
ま
た
は
ボ
ー
ル
ペ
ン
で

必
要
事
項
を
記
入
し
、
最
近

6
か
月
以
内
に
撮
影
し
た
写

真
を
は
り
、
資
格
証
の
写
し

を
添
え
て
、
介
護
保
険
諜

（
〒
6
1
1
－
8
5
0
1
、

住
所
省
略
可
）
へ
郵
送
か
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。
申
込
書

は
同
課
に
あ
り
ま
す
。

◆
受
付
期
間
…
3
月
1
8
日
因

ま
で
（
土
・
日
曜
日
を
除
こ

の
午
前
8
時
半
～
午
後
5
時
。

郵
送
の
場
合
は
当
日
消
印
有

効◆
採
用
予
定
者
数
・
・
・
若
干
名

◆
面
接
試
験
・
：
書
類
選
考
の

う
え
、
個
別
に
通
知
し
、
面

接
試
験
を
行
い
ま
す
。
Ｏ
試

験
日
時
・
場
所
…
3
月
2
0
日

本
、
午
前
9
時
か
ら
市
介
護

保
険
課
介
護
認
定
審
査
室
。

な
お
、
最
終
合
格
者
で
も
、

応
募
資
格
を
欠
い
て
い
る
こ

と
が
明
確
に
な
っ
た
場
合
は
、

採
用
を
取
り
消
し
ま
す
。

◆
雇
用
期
間
：
小
成
1
5
年
4

月
1
日
～
1
6
年
3
月
3
1
日

◆
勤
務
条
件
・
報
酬
・
：
①
牛

日
曜
、
祝
日
を
除
く
、
午
前

8
時
半
～
午
後
5
時
1
5
分
の

週
4
日
勤
務
（
月
額
雇
用
）

で
、
基
本
報
酬
は
月
額
1
4
万

5
0
0
円
、
ま
た
は
、
②
牛

日
曜
、
祝
日
を
除
く
、
午
前

8
時
半
～
午
後
5
時
の
週
2

～
3
日
勤
務
（
日
墾
雇
用
）

で
、
基
本
報
酬
は
日
額
7
千

6
0
0
円
で
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
・
：
介
護
保
険

課

廃棄物埋め立て
処分料金改正の

お知らせ………
残剛宇治廃棄物処理公社Ｏ

21－2807）

剛
宇
治
廃
棄
物
処
理
公
社

で
は
、
市
内
か
ら
発
生
す
る

廃
棄
物
の
埋
め
立
て
処
分
を

行
っ
て
い
ま
す
。
公
社
で
は
、

貴
重
な
財
産
で
あ
る
仙
郷
山

処
分
地
の
将
来
に
わ
た
る
適

正
な
管
理
を
確
保
し
、
ご
み

減
量
・
リ
サ
イ
ク
ル
を
よ
り

推
進
す
る
た
め
、
四
月
一
日

叫
か
ら
、
処
分
料
金
を
左
表

の
と
お
り
改
正
し
ま
す
。

な
お
、
産
業
廃
棄
物
の
搬

入
に
際
し
て
は
、
マ
ニ
フ
ェ

ス
ト
を
必
ず
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
虚
偽
の
申
告
が
あ
っ

新料金表（100ｋｇ当たり）

た
場
合
は
、
受
け
入
れ
を
お

断
り
し
ま
す
。

限
り
あ
る
処
分
地
が
で
き

る
だ
け
長
期
間
活
用
で
き
る

よ
う
、
ご
み
の
減
量
・
分
別
・

リ
サ
イ
ク
ル
に
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

種類 金額（円）

燃え殻・鉱さい（無害物に限る＝分析
証明書が必要）

2000

紙くず、木くず、繊維くず、金属くず、
ゴムくず、ガラス・陶磁器くず

2000

がれき類 2000

廃プラスチック類 3000

廃プラスチック類を除く混合 2500

廃プラスチック類を含む混合 3000

処理困難物 3000

一般廃棄物（粗大ごみを含む不燃物）1500

※平成15年4月1日から適用

ともに築こう

地域福祉1

社会福祉援護課

地
域
福
祉
と
い
う
百
果

を
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
か
。
福
祉
と
い
う
貢
果

を
聞
い
て
、
自
分
に
は
関

係
な
い
と
思
っ
て
い
る
人

は
い
ま
せ
ん
か
。
か
っ
て

福
祉
と
い
え
ば
何
か
課
題

を
抱
え
た
特
定
の
少
数
の

人
た
ち
の
も
の
と
い
う
イ

メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
こ
れ
か
ら
の

福
祉
は
「
す
べ
て
の
人
の

人
権
が
尊
重
さ
れ
、
自
分

の
意
思
に
よ
り
自
立
し
た

生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き

る
≒
よ
り
よ
く
生
き
る
こ

と
が
で
き
る
」
よ
う
に
す

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
地
域
福
祉
の
主
役

は
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
で

す
。
行
政
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
皆
さ
ん
一
人
ひ
と

り
の
手
に
よ
っ
て
住
み
ょ

い
ま
ち
づ
く
り
の
活
動
を

計
画
的
に
進
め
、
そ
の
成

果
を
次
の
活
動
に
牛
か
す

と
い
う
不
断
の
努
力
が
地

域
福
祉
に
は
必
要
で
す
。

市
で
は
、
公
募
に
よ
り

選
出
さ
れ
た
市
民
、
福
祉

活
動
を
さ
れ
て
い
る
人
、

学
識
経
験
者
な
ど
で
構
成

さ
れ
る
「
地
域
福
祉
計
画

早
足
委
員
会
」
を
設
置
し
、

こ
れ
か
ら
の
地
域
福
祉
の

指
針
と
な
る
「
地
域
福
祉

壮
旦
に
つ
い
て
検
討
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。
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情報Ｂ

ＯＸ

自市｜京

大

募集

■一般事務臨時職員（若年層

失業者等対象）

レ資格…市内在住の25～35

歳の人≫雇用期問…平成15年4

月1日～平成16年3月31日の

1年の問で原則6か月間レ賃金…

日額7500円（交通費の支給なし）

圃3月20日休才で（必着）に、市

販の履歴書（要写真）に「臨時職員

（若年層失業者等対象）希望」と明

記し、必要事項を記入し、職員課

へ提出。面接による選考を行い、

雇用期間内で必要に応じて雇用し

ます。

■一般事務臨時職員登録者

＞資格…18～45歳ぐらいの人

卜賃金‥・日額5900円（交通費の

支給なし〉圃市販の履歴書（要写

真）に必要事項を記入し、職員課

へ提出。なお、パソコンの使用が

可能な人はその旨明記してくださ

い。応募者は名簿に登録後、必要

に応じて選考し、雇用します。

■休日急病診療所嘱託職員

レ業務内容…受付、医療事務等

≫資格…55歳以下で医療事務（レ

セプト）の経験のある人卜勤務日

時・‥日曜、祝日及び年末年始の指

定した日で午前9時～午後ら時≫

募集人数…1人＞面接日…3月

23日（［］）＞採用予定…4月（合格通

知で指定）圃3月18日㈹まで

（必着）に市販の履歴書（要写真）を

休日急病診療所事務室（〒611－

0021宇治下居13－2うじ安心館

内日39－9430）へ郵送で。

■市教育委員会幼稚園嘱託職員

レ職種…幼稚園非常勤講師＞資

格…幼稚園教諭免許が必要圃3

月17日（川までにｍ販の履歴書

（要写真）と幼稚園教諭免許の写し

を教育総務課へ。登録者の中から

必要に応じて選考し、雇用します。

■市立保育所アルバイト職員

の登録希望者

レ職種…保育士（保育士有資格

者若しくは保育に意欲のある人）・

調理員・用務員圃市販の履歴書

（要写真）と保育士資格を有する人

は資格証の写しを、子育て支援課

へ本人が持参。登録者の中から必

要に応じて選考し、雇用します。

■地域子育て支援センターア

ルバイト職員の登録希望者

レ職種…保育士（保育士有資格

者）圃市販の履歴書（要写真）と

保育士資格証の写しを、子育て支

援課へ本人が持参。登録者の中か

ら必要に応じて選考し、雇用します。

催し

■植物公園

圃講習会は同園（？？39－938ワ）

へ。いずれも入園料が必要です。

＜春を告げる植物展＞早春に

咲＜春の到来を告げる植物を題材

にインドアガーデン風の展示をし

ます。また、春のガーデニング用

草花の即売もあります。レとき。・‥

3月18日㈹～26日水

＜講習会・春の植物観察会＞植

物の構造や自然とのかかわり、エ

ピソードなどを聞きながら園内の

植物観察をします。≫とき…4月

6日囲、午後1時半～3時半レ定員

…20人（要予約）ｔ＞材料費…無料

■高校演劇フェスティバル

≫とき…3月23日囲、午前9時

20分～レところ…文化センター

小ホール＞出演高校…菟道・西宇

国民健康保険証が切り

替わります
現在お持ちの保険証は、3月末で有効期限が切

れます。市では、3月下旬に新しい保険証を郵送

で交付します。ただし、保険料を滞納している人

については、国民健康保険の窓口で納付相談の上、

交付を受けてください。

また、次にあてはまる場合は、交付された新し

い保険証を持って届け出てください。なお、必要

書類等については、事前に電話でご確認ください。

○修学のために遠方に住んでいる人がいる

○出張その他で遠隔地にいる人がいる

○他の保険に加入した人がいる

○転出または亡くなった人がいる

災害その他政令で定めている特別な事情がなく

納期限から1年以上保険料を滞納している場合、

交付している保険証を返してもらい、資格証明書

を交付することになります。資格証明書での受診

は、全額自己負担となり、後で国保に申請をして保

険給付割合分の払い戻しとなります。この場合も

保険料納付義務はなくなりません。国保では、納

俯職を行っていますので、保険料の納付が困難

になった場合、放置せずに早めにご相談ください。

圃国保年金課

冶・東宇治・ｍｍ・立命館宇治高

校＞入場料…無料（自由席）圖文

化センター（費39－9333）

■春休み子どもお楽しみ劇場

親子で童話の世界を楽しみませ

んか。＞とき…3月23日㈲、午

後1時半～3時＞ところ…中央公

民館レ対象…幼児・小学生とその

親≫参加費‥・無料（自由参加）題

同館？？39－9258）

お知らせ

■展示作品募集～グループ。

サークルで日ごろの活動の

発表をしてみませんか～

生涯学習センターでは、市民の

皆さんの日ごろの学習成果を発表

する場として、1階ロビーと展示

ヶ－スを開放しています。個人や

グル一プ・サークルでふるってお

申し込みください。≫作品の種類

…手芸品、工作物、写真、焼き物、

絵画．児童作品など。若しくは、

活動発表などの企画Ｈ示などレ展

示期限…最長2週間圃3月24

日雨罵でに住所・氏名丿電話番号・

作品の種類・作品の大きさ・作品

数・展示希望場所（展示ヶ一スか1

階ロビー）をはがきか電話で同セ

ンター（〒611－0021宇治琵琶

45－14、7？39－9500）へ。なあ、

展示期間一時期などは、個別に調

整をさせていただきます。

・スポーツ安全保険加入団体

募集

≫対象…スポーツ・文化一指導・

ボランティア活動などを行う5人

以上のツループ≫保険期間…4月

1日午前○時～16年3月31日

午後12時。4月1日以降申し込

みの場合は掛金振込み日の翌日午

前○時から圃生涯スポーツ課

■東宇治・広野・西宇治中学

校運動場の夜間使用登録

レ対象…市内在住の10人以上

の団体（．登録は1校のみで重複は

不可）レ使用期間…4月1日～循

年3月31日、午後ら時半～午後

9時半≫料金（30分間卜・東宇治

中（全面巧00円、半面750円）、広

野中（全面ｉｏｏｏ円）、西宇治中（全

面1250円）毘3月回日囲～

20日（札午前9時～午後4時に直

接、各学校開放運営委員会（東宇

治中日39－9172、広野中日39－

9170、西宇治中日39－9166）へ。

・「宇治田楽」公開練習会

宇治田楽を躍ってみたい、篠笛

やタム（小太鼓）を演奏してみたい、

という人はもちろん、運営に関心

がある人も大歓迎です。少しでも

興味をお持ちの人、気軽にのぞい

てみませんか。に＞とき‥・3月16

日㈲、午後38ｔ～ｄｍに＞ところ…

西宇治体育館レ参が］費…無料ｏ躍

リの体験を希望する人はトレーニ

ングウェア・上靴・タオルをご用

意＜ださい。圃宇治大田楽まつ

リ実行委員会事務局（ｎ／ＦＡＸ22－55

5ワ雨ｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｗａｏ．ｏｒｊｐ／ｃｌｅｎｇａ

ｋｕ／几ｒｆｉ所管は文化自治振興課

■宇治文化少年団団員募集

レ対象…市内の小学校新4・5・

6年生とその保護者レ定員…親子

先着4ｏ組ｉ＞事業内容…入団式、

ハイキング、田植え、古代茶作り

の体験、サマーキャンプ、稲刈り、

和菓子作りなどレ費用…親子1組

8000円、子ども1人追加ごとに

4000円（入団式当日に支払い）

国3月12日水～28日浙（平日午

前9時～午後ら時）までに所定の申

込書に記入し三社）宇治青年会議所

事務局内宇治文化少年団（〒611－

0021宇治琵琶45－13産業会館、

Ｓ23－3ツ2、ＦＡＸ23－7025土一日曜、

祝日は休み）へ直接か郵送で。市所

管は文化自治振興課

官公署・その他

■城南勤労者福祉会館

圃3月12日水から同館（？46－

0780）へ。

お母さんとい

っしょ
稲葉絢ちゃん（2歳）

美知枝さん

（宇治矢落）

＜演歌歌唱教室＞Ｃ＞とき…4月

12日～9月2ワ日の第2・4土曜、

午後ワ時～9時。12回≫定員…先

着2ｂ人＞受講料…6000円

＜ちぎり絵教室＞レとき…4月

刀日～9月18日の第3木曜、午

前ｌＯ時～正午。6回し＞定員…先着

25人レ受講料…3000円（別に材

料費7500円か必要）レ持ち物…

工作のり、鉛筆、目打ち、手拭き

■城南地域職業訓練センター

圃同センター日46－0688）へ。

＜海外で役立つ英会話＞レとき

…4月12日～9月13日の土曜、

午前Ｑ時半～正午。22回レ定員…

先着25人卜受講料…2万ワ000

円（要別途テキスト代）

＜簿記初級（日商3級検定）＞レ

とき…4月ワ日～6月6日の月・

火一本・金曜、午後ら時半～9時。

23回≫定員…先着30人（内中小

企業の従業員20人）レ受講料…1

万ワ000円

■ＴＯＥＩＣレベルアップ講座

英語力を高めませんか。トとき

．．－4月付日囲～6月20日㈲（原

則月・金曜八午後6時半～8時。15

回レところ…商工会議所レ定員…

先着15人卜費用…2万8000円

圃商工会議所（萱23－3101几

■予備自衛官補の募集

圃宇治募集事務所（？4∠レ7139）

募集種目 則順 資格

予備自衛官補

ト般）

4／11
まで

18歳以上34歳未満

で自衛官未経験の人

予備自衛官補

（技能）

・自衛官未経験で国家

免許資格を有する人（免

許資格等については問

い合わせてください）

■18歳以上で保有す

る技能に応じて53歳

から55歳未満の人

男
女
共
同
参
画
推
進
に
関

心
を
持
っ
て
活
動
し
た
り
、

学
習
し
た
り
し
て
い
る
あ
な

べ
大
宇
治
市
男
女
共
同
参

画
支
援
セ
ン
タ
ー
の
ス
タ
ッ

フ
に
な
り
ま
せ
ん
か
。

△
募
集
要
項
▽

ｙ
応
募
資
格
・
：
次
の
い
ず
れ

に
も
該
当
す
る
人
①
平
成
1
5

年
4
月
1
日
か
ら
勤
務
が
可

能
②
週
4
日
程
度
勤
務
が

可
能
（
上
・
口
も
含
む
）
。
勤

務
時
間
は
午
前
8
時
半
か
ら

午
後
5
時
1
5
分
。
た
だ
し
週

―
回
程
度
、
午
後
8
時
ま
で

の
勤
務
あ
り
③
女
性
問
題

に
関
し
て
基
礎
的
な
学
習
を

し
て
い
る
か
基
礎
的
な
知
識

を
有
し
、
男
女
共
同
参
㈲
社

会
に
向
け
て
当
セ
ン
タ
ー
の

業
務
に
取
り
組
む
意
欲
が
あ

る
④
業
務
に
関
し
て
知
り

得
た
個
人
情
報
を
漏
ら
さ
な

い
こ
と
を
順
守
で
き
る
⑤

パ
ソ
コ
ン
が
使
え
る
（
ワ
ー

ド
、
エ
ク
セ
ル
な
ど
）
⑤

原
則
と
し
て
2
0
歳
以
上
の
市

内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
人

小
・
中
学
生
対
象
の
予
防

接
種
を
下
表
の
と
お
り
実
施

し
て
い
ま
す
。
希
望
す
る
人

は
、
市
内
の
「
予
防
接
種
協

力
医
療
機
関
」
で
個
別
に
受

け
て
く
だ
さ
い
。
費
用
は
無

料
。
予
診
票
は
協
力
医
療
機

関
か
保
健
推
進
課
に
あ
り
ま

す
。圃

保
健
推
進
課

種目 対象 回数

二種混合2期
11～13歳未満
（小学6年生）

1回

日本脳炎
2期

9～13歳未満
（小学4年生）

3期
14～16歳未満
（中学3年生）

※1期を接種済みの人が対象です

小
・
中
学
生
の
予
防
接
種
の
お
知

ら
せ

ｙ
業
務
内
容
…
当
セ
ン
タ
ー

の
「
女
性
の
た
め
の
相
談
」

に
か
か
わ
る
業
務
、
情
報
ラ

イ
ブ
ラ
リ
ー
に
関
す
る
業
務
、

各
種
講
座
等
の
企
画
及
び
運

営
な
ど

▼
募
集
人
数
…
若
干
名

▼
雇
用
期
間
…
原
則
平
成
1
5

年
4
月
1
日
～
平
成
1
6
年
3

月
3
1
日
の
1
年
間

▼
報
酬
…
日
額
8
千
円
程

度
。
交
通
費
支
給
（
労
災
適

㈲
宇
治
市
男
女
共
同
参
画
支
援

セ
ン
タ
ー
非
常
勤
嘱
託
職
員
募
集

用
、
社
会
保
険
加
入
あ
り
）

ｙ
選
考
…
3
月
2
2
日
よ
（
書

類
・
作
文
・
面
接
）

▼
応
募
方
法
…
3
月
1
8
日
内

ま
で
に
市
指
定
の
履
歴
書
を
、

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
3
階
の

男
女
共
同
参
⑤
課
ま
で
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。
市
指
定
の

履
歴
書
は
、
回
課
に
あ
り
ま

す
。

▼
問
い
合
わ
せ
・
：
男
女
共
同

参
向
課
（
〒
6
1
1
‐
0
0

2
1
宇
治
琵
琶
4
5
－
1
4
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
内
、
日

2
0
・
8
7
6
9
、
詣
・
8

7
7
8
△
男
女
共
同
参
㈲
課

宛
と
明
記
言

４
月
１
６
日
（
水
）
オ
ー
プ
ン
予
定

保険料の納付はお早めに
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遊
び
な
ど
。
無
料
。
西
村
さ
ん

（
豊
子
4
3
3
3
）
。

◆
ふ
る
さ
と
探
訪
ク
ラ
ブ
3

月
2
2
日
出
、
午
前
1
0
時
に
Ｊ
Ｒ

琵
琶
湖
線
・
膳
所
駅
前
集
合
。

三
井
寺
～
琵
琶
湖
疎
水
方
面
。

小
雨
決
行
。
3
百
円
。
青
木
さ

サ
フ
・
3
7
4
7
）
。

◆
社
交
ダ
ン
ス
体
験
講
習
会

3
月
2
2
日
田
、
初
級
＝
午
後
7

時
～
8
時
。
中
級
＝
午
後
8
時

～
9
時
。
京
宇
治
コ
ミ
セ
ン
。

無
料
。
若
宮
さ
ん
（
豊
3
3
・
3

0
8
3
）
。

◆
瑞
祥
会
「
水
墨
画
・
水
彩
画
」

3
月
2
3
日
圓
、
午
後
2
時
～

4
時
。
東
宇
治
コ
ミ
セ
ン
。
千

5
百
円
。
谷
口
さ
ん
（
豊
0
9

Ｏ
・
5
9
7
5
・
8
8
1
4
づ

◆
将
棋
・
楽
友
「
と
金
会
」

3
月
2
6
日
水
、
午
前
1
0
時
～
午

後
5
時
。
西
小
倉
コ
ミ
セ
ン
。

年
2
千
円
。
上
野
さ
ん
（
雪
祭

6
5
4
3
）
。

◆
宇
治
市
難
聴
者
協
会
「
研
修

と
交
流
会
」
3
月
2
6
日
㈲
、

午
前
1
0
時
～
午
後
3
時
半
。
平

等
院
、
宇
池
上
神
社
周
辺
。
午

前
9
時
4
5
分
に
Ｊ
Ｒ
す
治
駅
前

「多忙な日々の生活を忘れ。この

時間は輝いていい顔で歌ってほし

い」と指導者の松下さん。団員の

岡本さんは「毎週水曜口が楽しみ

です。大きな声を出寸ことでスト

レスの発散ができ、練習の後の策

快感、満足感は最高ですｊとさわ

やかな笑顔で話されました。

取材時には、3月上旬に開催さ

れる山城合唱フェスティバルに向

けて、練習に一層熱が入り、「ジェ

ラシー」「小雨降る径」など、タン

ゴの美しいハーモニーが館内に響

きわたっていました。女声合唱に

関心のある人は、いつでも見学歓

迎です。会費は月4000円。【問い

合わせ】小寺さん（Ｔ？32－41㈲。

女声合唱団「詩音」は、宇治市

運合育友会主催の市内小・中学校

の単位育友会■ＰＴＡによるコー

ラス発衣に出場経験のあるお母さ

んたちが、自己の可能性を伸ばし、

より豊かな音楽・より豊かな表現

を目指し昨年9月に結成されま

した。毎週水曜日の午前10時か

ら正午まで、中央公民館で活動し

ています。現在、団員の輪も広が

り40歳代から50歳代までの16人

です。「曲目はジャンルを問わず、

幅広いレパートリーにチャレンジ

したい。また、体験講座やレクリ

エーションなども計画し、いつも

和気あいあいと参加できるサーク

ルにしたい」と代表の小寺さん。

か
京
阪
宇
治
駅
前
集
合
。
市
内

在
住
の
難
聴
者
と
そ
の
家
族
・

介
護
者
。
千
円
魯
食
代
）
。
西

村
さ
ん
（
附
叩
1
1
1
9
）
。
゛

◆
油
絵
サ
ー
ク
ル
水
曜
会
「
ｕ
．

美
展
」
3
月
2
8
日
田
～
3
0
日

㈲
、
午
前
1
0
時
～
午
後
5
時

（
3
0
日
は
午
後
4
時
ま
で
。

中
央
公
民
館
。
無
料
。
塚
田
さ

ん
（
晋
苧
1
6
8
古
。
一

◆
お
し
ゃ
べ
り
サ
ロ
ン
『
春
休

み
ス
ペ
シ
ャ
ル
子
供
た
ち
集

ま
れ
Ｉ
』
3
月
2
9
日
出
、
午

前
1
0
時
1
－
ｉ
時
半
。
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
。
人
形
劇
サ
ー
ク
ル

（
ラ
デ
ィ
ッ
シ
ュ
）
。
無
料
。

わ
い
わ
い
Ｔ
Ｒ
Ｙ
塾
・
村
山
さ

ん
（
日
叩
0
6
9
玉
。

◆
宇
治
シ
ル
バ
ー
合
唱
団
「
炎
」

第
2
回
定
期
演
奏
会
3
月
2
9

日
出
、
午
後
2
時
～
。
文
化
セ

ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル
。
無
料
。
沖

田
さ
ん
（
ｅ
2
2
・
3
4
7
7
）
。

◆
講
演
会
［
共
に
生
き
る
と
い

う
こ
と
］
3
月
2
9
日
出
、
午

後
2
時
半
～
4
時
。
フ
リ
ー
ス

ペ
ー
ス
居
場
所
（
御
蔵
山
3
9
－

6
2
2
）
。
講
師
＝
仲
正
雄
さ

ん
（
シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
治
療
教
育

家
）
。
干
2
百
円
。
西
村
さ
ん

（
召
・
9
8
5
5
）
。

◆
京
都
府
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
協
会

例
会
○
チ
ャ
レ
ン
ジ
ウ
ォ
ー

ク
Ｈ
3
月
3
0
口
『
、
午
前
8
時

に
阪
急
嵐
山
線
嵐
山
駅
集
合
。

嵐
山
か
ら
木
津
ま
で
の
サ
イ
ク

リ
ン
グ
ロ
ー
ド
を
歩
き
記
録
に

挑
戦
百
由
歩
行
）
。
八
幡
ま
で

2
0
キ
ロ
・
木
津
ま
で
4
5
キ
ロ
。

○
お
花
見
ウ
ォ
ー
ク
＝
4
月
6

日
㈲
、
午
前
1
0
時
に
京
阪
中
書

島
駅
集
合
。
伏
見
港
公
園
～
八

幡
方
面
。
1
2
キ
ロ
。
い
ず
れ
も

雨
天
決
行
。
5
百
円
。
同
協
会

（
7
回
・
2
6
1
3
）
。

◆
ジ
ュ
ニ
ア
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
教

室
Ｏ
4
月
2
日
り
4
日
田
、

午
後
2
時
～
4
時
。
○
4
月
5

口
出
、
午
前
ｎ
時
～
午
後
1
時
。

東
山
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
。
小

学
生
二
小
学
3
年
生
ま
で
要
保

護
者
同
性
。
当
日
会
場
で
受

付
。
3
百
円
〒
人
1
旦
。
浅

1
1
さ
ん
（
ｇ
叩
6
1
2
9
）
。

◆
街
角
か
が
く
倶
楽
部
○
も

し
も
原
子
が
見
え
た
な
ら
＝
4

月
5
日
田
。
6
百
円
。
○
分
子

模
型
づ
く
り
＝
4
月
1
9
口
出
。

千
円
。
い
ず
れ
も
午
前
9
時
半

～
い
八
時
半
。
市
民
会
館
。
先
着

1
5
人
。
田
中
さ
ん
（
｛
‥
叩
1

0
6
0
｝
。

◆
え
え
と
こ
め
っ
け
ｕ
ｊ
・
－

「
大
吉
山
お
花
見
ハ
イ
キ
ン
グ

と
宇
治
上
神
社
（
宮
司
さ
ん
の

話
）
」
4
月
1
0
日
叫
午
前
1
0

時
に
京
阪
宇
治
駅
前
集
合
。
定

員
2
5
人
（
多
数
の
場
合
は
抽

選
）
。
5
百
円
。
は
が
き
に
住

所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号

を
書
き
、
3
月
肌
日
卵
ま
で
に

百
田
さ
ん
（
〒
6
1
1
ｒ
0
0

1
1
、
五
ケ
庄
平
野
5
’
2
－

1
0
9
、
腎
0
9
0
・
1
4
5

2
゛
5
2
6
4
）
。

◆
さ
わ
や
か
歩
こ
う
会
4
月

1
0
日
本
、
午
前
9
時
4
5
分
に
Ｉ

Ｒ
嵯
峨
嵐
山
駅
集
合
（
雨
天
決

石
。
大
覚
寺
方
面
。
1
0
5
キ

ロ
。
百
円
。
谷
岡
さ
ん
（
晋
0

9
0
・
2
3
5
0
・
3
1
3
3
）

◆
宇
治
け
ん
こ
う
登
山
愛
好
会

4
月
2
6
日
出
～
2
7
口
『
Ｉ

泊
2
旦
、
午
前
6
時
に
Ｊ
Ｒ

宇
活
駅
集
合
（
バ
ス
利
用
・
時
間

厳
守
南
天
決
石
。
大
台
ヶ
原

方
呵
8
キ
ロ
。
2
万
円
。
先

着
4
0
入
。
フ
ァ
ク
ス
か
は
が
き

に
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
性
別
・

電
話
番
号
を
書
き
、
3
月
3
1
口

㈲
ま
で
に
牧
原
さ
ん
（
〒
6
1

1
－
Ｏ
Ｏ
2
1
、
宇
治
米
阪
1
5

‐
4
3
、
四
丿
附
2
3
・
2
2
6
2
）

募
集

◆
水
墨
画
「
萌
墨
会
」
第
1
・

3
水
曜
、
午
後
1
時
半
～
3
時

半
。
木
幡
公
民
館
。
月
子
5
百

円
。
馬
場
さ
ん
（
ｇ
2
2
・
1
2

7
2
）
。

や
混
声
合
唱
団
「
宇
治
め
い
ぷ

台
コ
ー
ル
」
第
1
・
3
木
曜
、

～
後
1
時
半
～
3
時
半
。
中
央

公
民
館
。
6
0
歳
以
上
。
月
子
5

白
円
。
羽
坂
さ
ん
ｉ
ｔ
：
3
2
ふ

6
0
古
。

や
横
島
茶
道
教
室
第
2
・
4

火
曜
、
午
後
1
時
～
5
時
。
横

島
コ
ミ
セ
ン
。
月
3
千
円
。
山

不
さ
ん
（
冒
2
2
・
9
8
3
互
。

や
中
国
語
サ
ー
ク
ル
「
三
国
志
」

第
1
・
3
・
4
月
曜
、
午
前

1
0
時
し
正
午
。
木
幡
公
民
館
。

月
2
千
円
。
辻
さ
ん
（
日
3
3
・

0
2
3
旦
。

争
幼
児
の
た
め
の
音
楽
サ
ー
ク

ル
「
プ
レ
♪
ピ
ア
ニ
ス
ト
」
4

‐
怯
日
水
～

1
1
1
一
月
の
全
1
0
回
。

午
後
2
時
～
3
時
。
束
宇
治
コ

ミ
セ
ン
。
2
～
3
歳
児
と
そ
の

親
。
1
万
円
（
前
納
）
。
塚
元
さ

ん
（
7
・
4
6
3
3
）
。

◆
保
健
気
功
講
習
会
3
月
1
8

日
～
5
月
2
7
口
の
毎
週
火
曜
、

午
後
7
時
牛
～
9
時
。
宇
治
公

民
館
。
月
子
5
百
円
よ
靴
持
参
。

水
谷
さ
ん
（
ｇ
3
2
・
5
3
0
ヱ
。

◆
宇
治
市
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

協
会
○
女
性
バ
ス
ケ
ッ
ト
教

室
＝
毎
週
月
曜
夜
間
、
北
宇
治

中
学
校
か
毎
週
火
曜
午
前
、
黄

焚
体
育
館
。
1
8
巌
以
上
。
月
3

千
円
。
福
田
さ
ん
（
日
叩
7

0
4
0
）
。
○
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ

ト
教
室
＝
毎
週
土
曜
午
後
、
西

宇
治
体
育
館
。
松
本
さ
ん
（
｛
。

肌
・
5
6
4
8
｝
。
毎
週
上
曜
午

後
、
岡
屋
小
学
佼
休
育
館
。
川

中
さ
ん
（
ｇ
叩
8
7
1
悪
。

い
ず
れ
も
月
2
千
5
百
円
。

◆
油
絵
サ
ー
ク
ル
「
創
画
会
」

第
2
・
4
水
曜
、
午
後
1
時
半

～
3
時
牛
。
宇
治
公
民
館
。
月

2
千
円
。
高
橋
さ
ん
（
晋
2
3
・

4
5
2
8
）
。

◆
社
交
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
毎

週
火
曜
（
月
4
回
）
、
初
級
＝
午

後
6
時
半
～
7
時
半
。
中
級
＝

午
後
8
時
～
9
時
。
南
宇
治
Ｊ

ミ
セ
ン
。
1
回
1
円
。
中
村
さ

士
琵
・
1
7
0
2
）
。

や
グ
リ
ー
ン
ー
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス

土
曜
（
月
3
回
）
、
午
後
3
時

7
～
4
時
半
。
中
央
公
民
館
。
‘

初
心
者
。
月
子
2
百
円
。
谷
川

さ
ん
（
｛
。
2
3
・
7
5
9
言
。

や
木
幡
絵
画
サ
ー
ク
ル
第

2
・
3
金
曜
、
午
後
1
時
半
～

4
時
。
木
幡
地
域
福
祉
セ
ン
タ

ー
。
月
5
百
円
。
藤
村
さ
ん

（
琵
・
1
3
7
7
）
。

◆
社
交
ダ
ン
ス
毎
週
木
曜
、

午
後
7
時
半
～
8
時
牛
。
中
央

公
民
館
。
初
心
者
の
夫
婦
・
カ

ッ
プ
ル
。
月
1
人
2
千
円
。
小
一

村
さ
ん
（
冒
2
2
・
8
8
4
5
）
。

◆
Ｔ
ｓ
Ｄ
社
交
ダ
ン
ス
同
好
会

毎
週
水
・
木
曜
（
い
ず
れ
も

月
3
囲
。
○
初
級
＝
午
後
―

峙
半
～
3
時
○
中
級
＝
午
後

3
時
～
4
時
牛
。
生
協
宇
治
神

明
セ
ン
タ
ー
。
月
子
5
百
円
。

吉
田
さ
ん
（
費
4
1
・
7
7
7
ヱ
。

◆
こ
ど
も
絵
画
教
室
「
パ
レ
ッ

ト
」
○
羽
戸
山
集
会
所
＝
毎
週

火
曜
、
午
後
5
時
～
○
亨
不
治

＝
ミ
セ
ン
＝
毎
週
水
曜
、
午
後
一

3
時
～
○
琵
琶
台
集
会
所
＝
。

毎
週
本
曜
、
午
後
5
時
≒
い
ず

れ
も
3
歳
～
1
8
歳
。
月
4
千
円
。

有
川
さ
ん
（
『
。
3
2
ふ
3
3
古
。

◆
親
子
英
語
サ
ー
ク
ル
「
Ｈ
Ｅ

Ｌ
Ｌ
ｏ
Ｋ
－
Ｄ
ｓ
」
○
第
3

水
曜
、
午
前
1
0
時
～
1
1
時
と
～

後
3
時
～
4
時
○
第
4
金
曜
、

午
前
1
1
時
～
に
～
。
―
歳
1
～

未
就
学
児
と
そ
の
親
。
い
ず
れ

も
木
幡
公
民
館
。
1
回
5
．
・
白
円
。

安
藤
さ
ん
ｉ
ｔ
0
9
0
・
4
6

4
7
・
2
5
8
0
）
。

◆
和
太
鼓
サ
ー
ク
ル
「
渦
」
毎

週
水
曜
、
午
後
7
時
～
9
時
。

中
央
公
民
館
。
月
千
円
。
松
山

さ
ん
（
晋
0
9
0
・
1
0
2
6
・

6
7
1
）
。

一
／
み
り
◆
日
舞
・
民
謡
「
重
実
津
の
会
」

第
2
・
4
金
曜
、
午
前
9
時

令
～
正
午
。
南
宇
治
コ
ミ
セ
ン
。

1
回
千
円
。
森
さ
ん
（
【
。
ザ

9
0
6
悪
。

－

◆
教
育
関
連
Ｎ
Ｇ
ｏ
『
ハ
ソ
コ
ー

ン
サ
ー
ク
ル
』
毎
週
火
曜
、

午
後
2
時
～
4
時
。
市
陵
町
北

集
会
所
。
1
回
3
百
円
。
遠
藤

さ
ん
ｉ
ｔ
：
2
1
・
7
1
4
ニ
。

◆
英
会
話
サ
ー
ク
ル
毎
週
火

曜
、
午
後
2
時
4
0
分
～
4
時
半
。

木
幡
公
民
館
（
第
4
火
曜
は
木

幡
地
域
福
祉
セ
ン
タ
上
。
月

2
千
5
百
円
。
藤
田
さ
ん
（
Ｋ

3
3
・
5
1
9
8
）
。

◆
育
児
サ
ー
ク
ル
「
ト
ー
マ
ス

ｃ
Ｌ
ｕ
Ｂ
」
第
1
・
3
火
陽

午
前
1
1
時
～
正
午
。
城
南
荘
集

会
所
。
ｏ
歳
～
未
就
園
児
と
そ

の
親
。
―
回
乙
白
円
。
山
本
さ

ん
（
雪
子
4
0
2
士
。

◆
草
月
流
生
け
花
サ
ー
ク
ル

「
か
す
み
草
」
第
2
・
4
水
曜
、

午
前
1
0
時
半
～
正
午
。
広
野
公

民
館
。
月
3
千
3
百
円
。
高

田
さ
ん
（
雪
2
4
・
2
6
5
8
）
。

◆
ラ
グ
ビ
ー
ス
ク
ー
ル
3
月

1
6
日
～
6
月
ま
で
の
毎
週
日
曜
、

午
前
9
時
半
～
‥
1
1
時
半
。
京
大

黄
柴
グ
ラ
ウ
ン
ド
。
幼
児
～
中

学
生
。
百
人
。
年
間
1
万
円
。
長

谷
川
さ
ん
（
ｇ
4
1
・
6
8
6
7
）
。

◆
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
教
室
4
月

～
1
0
月
ま
で
の
卵
1
・
3
水
曜
、

午
後
6
時
～
9
時
。
西
宇
治
公

圓
。
高
校
生
以
1
（
小
・
中
学

生
は
要
保
護
者
同
柱
。
会
場

で
受
付
。
5
．
白
円
。
馬
場
さ
ん

（
琵
・
2
3
4
5
）
。

◆
宇
治
愛
鳥
緑
の
少
年
団
員

野
鳥
や
自
然
観
察
、
農
業
体
験

な
ど
の
活
動
。
小
学
生
。
年
千

円
叉
団
金
旦
日
］
。
3
月
1
5

日
出
ま
で
に
巾
島
さ
ん
（
雪
2
3

3
4
7
旦
。

◆
ア
フ
リ
カ
へ
送
る
救
援
毛
布

の
募
集
毛
布
は
穴
や
破
れ
、

激
し
い
汚
れ
の
な
い
も
の
（
綿

毛
布
人
ビ
ー
毛
布
は
不
可
）
。

海
外
輸
送
費
に
も
協
力
を
〒

口
9
百
円
荷
口
で
も
）
。
6
月

1
5
‐
筒
ま
で
に
、
宇
治
市
明
る

い
什
会
づ
く
り
運
動
の
会
・
秦

さ
ん
（
｛
。
4
3
・
3
7
7
言
。

市
民
情
報

短
信

催
し

◆
ジ
ュ
ニ
ア
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ス

ク
ー
ル
3
月
1
5
日
雨
、
午
後

2
時
～
4
時
。
黄
聚
体
育
館
。

小
学
4
年
～
6
年
生
（
保
護
者

の
要
送
迎
）
。
無
料
。
上
靴
持

参
。
徳
田
さ
ん
（
晋
ご
附
3
2
・

7
3
7
2
）
。

◆
ス
ポ
ー
ツ
医
学
講
演
会
「
少

年
の
投
球
障
害
に
つ
い
て
」

3
月
1
5
日
出
、
午
後
2
時
半
～

4
時
。
う
し
安
心
館
（
保
健
・

消
防
セ
ン
タ
上
。
講
師
＝
黒

川
正
夫
さ
ん
（
京
都
府
立
医
科

大
学
客
員
講
師
）
。
無
料
。
宇

治
久
世
医
師
会
事
務
局
（
晋
2
2

6
4
8
乙
。

◆
宇
治
将
棋
教
室
○
3
月
1
5

日
出
・
4
月
5
日
田
日
広
野
公

民
館
。
○
3
月
2
3
口
㈲
＝
中
央

公
民
館
。
い
ず
れ
も
午
後
工
時

～
5
時
。
年
会
費
4
千
円
妥

性
・
未
成
年
者
3
千
巴
。
林
さ

ん
（
費
ヤ
8
1
5
9
）
。

◆
市
民
歩
こ
う
会
3
月
1
6
日

凹
、
午
前
8
時
半
に
京
阪
宇
治

駅
前
集
合
（
雨
天
時
は
3
月
2
3

日
囲
。
府
立
植
物
園
方
面
。

約
1
2
キ
ロ
。
2
百
円
。
田
中
さ

ん
（
晋
叩
6
3
3
5
）
。

◆
キ
ッ
ス
ひ
ま
わ
り
「
ス
プ
リ女声合唱団「詩音」

差交

ン
グ
カ
ー
ニ
バ
ル
」
3
月
1
6

日
㈲
、
午
後
2
時
～
。
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
。
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
パ

ネ
ル
シ
ア
タ
ー
。
無
料
。
赤
井

さ
ん
（
7
附
2
4
5
0
5
犬

◆
歴
史
文
学
健
康
ウ
ォ
ー
ク

○
山
背
占
道
コ
ー
ス
＝
3
月
1
8

日
天
、
午
後
1
時
に
Ｊ
Ｒ
城
陽

駅
前
集
合
。
旧
長
池
宿
～
青
谷

○
幕
末
京
都
女
性
物
語
コ
ー

ス
＝
3
鳳
ハ
ー
日
川
、
午
前
1
0
時

に
河
原
町
御
池
の
桂
小
五
郎
像

前
集
合
。
東
山
方
面
。
い
ず
れ

も
雨
天
決
行
。
3
百
円
。
青
木

さ
ん
（
召
・
3
7
4
ヱ
。

◆
ま
き
の
っ
こ
「
親
も
子
も
お

友
達
と
楽
し
も
う
」
3
月
1
8

日
天
、
午
前
1
0
時
ミ
1
1
時
令
。

桓
島
コ
ミ
セ
ン
。
乳
幼
児
と
そ

の
親
。
助
産
婦
さ
ん
の
話
・
手

交

差

点
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